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年4月～8月,延べ81人の医師が派遣された. 内科医, 研修医, 救急医, 
外科医, 整形外科医, 小児科医, 麻酔科医, 産婦人科医等で構成された
チームは自主的かつ相補的に仮設診療所(黄色エリア)の全科診療を
遂行した. この報告を国内8学会・研究会および国外6ケ国の学会で
報告した. 
考察) 津波による甚大な被害を回避した石巻赤十字病院の移転は,先
見の明のある英断であった. 東日本大震災に耐えた石巻赤十字病院
への日本赤十字社による救急支援は石巻医療圏復興の一助となった.
東日本大震災における救護活動
−MSWの主事業務の有効性について−
長浜赤十字病院　医療社会事業部
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【はじめに】災害時、クライアントのニーズを満たす支援チームの
組織化を図る上で、医療ソーシャル・ワーカー（以下、MSW）の
専門性や技術は重要な役割であると考える。今回、災害拠点病院の
MSWとして東日本大震災における発災急性期に福島県に入り、被
災地の情報収集を行なったので活動内容と今後の課題について報告
する。
【活動の実際】発災後9日目にあたる2011年3月19日～22日にかけて、
当院からは3番目となる救護班主事として福島県会津若松市にある
河東総合体育館を活動拠点に周辺地域の巡回診療の任務についた。
折しも福島原発の放射能汚染への不安が高まりをみせた時期であっ
た。浜通方面の住民が多数避難してきており、除染を終えた住民を
対象に連日新たな避難所が立ち上がる一方で、医療ニーズの把握や
供給体制も整わない状況であった。活動初日より、地域の状況を掌
握すべく電話とインターネットによる情報収集を行なった。各避難
所の担当者から避難者の概況や不足物資等を聴取し、各自治体の担
当者から今後の避難者の動向や避難所の開設予定を確認した。これ
らを整理し、関連する支部や後発救護班に引継ぎを行った。又、効
率的な医療の提供が出来る巡回診療の分担を、現地支部担当者に提
案する役割も担った。　　
【まとめ】発災後間もなく、情報が錯綜する状況下では、活動地域
の情報収集とそのニーズを把握することは、限られた派遣期間の中
で効率的に医療を提供する体制を設ける基盤となる。この役割を遂
行するにあたって、MSWの業務経験が救護活動における情報収集
と整理を手助けしたものであり、MSWが災害時に果たす役割は多
岐にわたり重要である。
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